
横浜市国際協力センター
６F 公共会議室
(西区みなとみらい）

https://www.yokeweb.com/access/

2022年度 横浜市委託事業 文化庁令和4年度「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用

多様性をいかした、自分達らしい教室運営を考えよう

～地域日本語教育の“あるある”シミュレーションゲームを使って～

め が

妻鹿 ふみ子さん
東海大学健康学部教授、認定NPO法人日本ボランティアコーディネーター協会代表理事

専門分野は地域福祉論、ボランティア論。現在の研究テーマは市民参加による地域の居場所づくり、
家族に依らない親密圏の構想。全国各地の社協職員研修、施設職員研修、
ボランティアマネジメント研修、ボランティアリーダー研修の講師を務めている。

主催・お問い合わせ TEL:045-222-1173
公益財団法人横浜市国際交流協会（YOKE） メール：c-nihongo@yoke.or.jp

(よこはま日本語学習支援センター) https:// yokohama-nihongo.com/

2023年2月16日(木）
10：00～12：30AM

講師

横浜国際協力センター ６F共用会議室
(横浜市西区みなとみらい パシフィコ横浜）

https://www.yokeweb.com/access/

＊申込方法等は裏面を参照

対象・定員

・横浜市内の地域日本語教室の運営や
コーディネートを行う立場にある人
・日本語支援での企画運営等の
コーディネートを行う人

定員：25人

場所

地域日本語教室でのグループの運営やコーディネートを行う立場にあるみなさん。
自分達らしく、魅力ある日本語教室の運営を一緒に考えませんか。

日本語教室は、国籍地域、年代、性別等を超えて多様な人が集まる豊かな場です。

アナドゥー

シミュレーションゲーム「ANADO～あなたならどうする？」（注）を楽しみながら
様々な立場や意見にふれ、また、お互いの教室の状況を共有しましょう。

多様性をいかした、自分達らしい教室運営に向けて、
新たな視点を得られることでしょう。

（注）地域日本語教育の現場で起こりうる困難や葛藤などについて、他のプレイヤーと意見交換
しながら、課題解決のプロセスを体験することを目的とし、北九州国際交流協会が開発した
シミュレーションゲームです。

地域日本語教室運営者・コーディネーター向け研修

tel:045-222-1173
mailto:c-nihongo@yoke.or.jp
https://www.yokeweb.com/access/
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申込

メールフォーム（formzu)にて

2023年 1月 27日(金） から受付（先着順）

https://ws.formzu.net/dist/S36626523/

＊お預かりする個人情報は、この講座に関する連絡のみに使用します

公益財団法人横浜市国際交流協会（YOKE） ☎:045-222-1173

✉:c-nihongo@yoke.or.jp
(よこはま日本語学習支援センター) https:// yokohama-nihongo.com/

・ミニ講義「グループも生き物⁉ ボランティアグループの特性」

・地域日本語教育“あるある”シミュレーションゲーム「ANADO～あなたならどうする？」の

体験とふりかえり

・参加者同士の情報交換、情報共有

・ミニ講義「多様性をいかした、自分達らしい教室運営にむけて」

主催・お問い合わせ

内容

参加費

無料
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